
※　下記内容は、2025年度の募集内容です。「年」、「年度」等の表記は全て、2025年春時点のものですので参考としてください。

※　2026年度の募集内容が一部変更になっている財団もあります。詳細については、必ず各財団の募集要項で確認してください。

※　学年、年齢について特段の記載がなければ、2025年4月1日時点を基準とします。
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1 神戸大学推薦枠（A区分） 吉田育英会<ドクター21>

【2025年秋季及び2026年春季予約採用】

2名以内（全国で5名

程度）

2025年4月に修士（博士前

期）課程に在学しており、2025

年10月又は2026年4月に博士

（博士後期）課程に進学予定

の者

博士（博士後期）課程で自然科学

系分野を専攻する者

（工学、農学、医学等の応用科学の

分野を含む）

給付 月額 200,000円 有　入学料・授

業料相当額

（全額）

可 可 可 不可 不可 不可 不可 30歳未満 ― 日本国籍を有す

る者

・他団体奨学金（日本学生支援機構・民間奨学

金・大学独自奨学金・助成金・日本学術振興会・

フェローシップ等）との併給可否については、募集要

項を参照

・家計基準なし

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 神戸大学推薦枠（A区分） 吉田育英会<マスター21>

【2025年秋季及び2026年春季予約採用】

1名（全国で15名程

度）

2025年4月に学部4年次に在学

し、2025年10月又は2026年4

月に修士（博士前期）課程に進

学予定の者

修士（博士前期）課程で自然科学

系分野を専攻する者（工学、農学、

医学等の応用科学の分野を含む）

給付 月額 80,000円

又は

学校納付金

（入学料・授

業料等）の実

費

可 可 可 不可 不可 不可 不可 27歳未満 ― 日本国籍を有す

る者

・他団体奨学金（日本学生支援機構・民間奨学

金・大学独自奨学金・助成金・日本学術振興会・

フェローシップ等）との併給可否については、募集要

項を参照

・家計基準なし

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 神戸大学推薦枠（A区分） 林レオロジー記念財団【2026年度予約採用】 各学部・研究科毎に1

名程度

（全国で、学部生20

名・大学院生60名程

度）

2026年4月に、学部3・4年次又

は修士（博士前期）課程1・2

年次に進学・進級予定の者

（9月進学者は除く）

・未来に役立つ理論・メカニズムの設

計工学・ロボット工学・AI技術・IT技

術・制御工学等の自動製造システム

に関する学問を習得又は学術研究を

志す工学部・理学部系の学生

・「食品産業に関する」農学部・生命

科学部系等の学生

給付 月額 学部生：

40,000円

修士（博士前

期）課程：

70,000円

可 可 可 可 可 可 可 ― ・前年度応募者および前年度奨学生も対象

・大学から推薦された場合は、小論文（テーマは募

集要領参照：750~800字程度）」を要提出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 神戸大学推薦枠（A区分） 藤井国際奨学財団【2026年度予約採用】 1名（全国で30名程度

＜継続含む＞）

2026年4月に、学部3・4年次に

進級予定の者

理学部、工学部、経済学部、経営学

部

給付 月額 50,000円 可 可 可 不可 不可 不可 不可 25歳以下

（2026年

4月1日時

点）

― 日本国籍を有す

る者

・他の民間奨学金との併給は不可

・家計基準あり

　父母の年収合計が、税込1,000万円未満を目処

・大学から推薦された場合は、小論文（テーマ「私の

5年後」800字程度）を要提出

・採用された場合、財団主催の交流会（例年：秋

開催）などの催しに参加できる者

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 神戸大学推薦枠（A区分） 旭硝子財団 修士（博士前期）課

程1年生：2名

博士（博士後期）課

程1年生：2名

修士課程・修博一貫奨

学生：2名

修士（博士前期）課程1年生

博士（博士後期）課程1年生

修士課程・修博一貫奨学生（修

士課程から博士課程に進学する

意思を強く持つ者）

（2024年10月入学者も可）

人文社会系、自然科学系（医学、

保健学研究科を除く全研究科）

給付 月額 修士（博士前

期）課程：

100,000円

博士（博士後

期）課程：

120,000円

修士課程・修

博一貫奨学生

修士時

100,000円、

博士進学後

250,000円

一部可 可 可 一部可 可 可 可 社会人学生は原

則応募不可

※要問合せ

日本国籍を有す

る者

・2025年4月以降、他機関より月額12万円以上の

給付奨学金等を受けていない者

・日本学術振興会特別研究員・科学技術イノベー

ション創出に向けた大学フェローシップ・次世代研究

者挑戦的研究プログラムとの併給不可

・海外研究活動支援奨学金（上限：20万円、1

回／年）あり

・採用された場合は、7月16日（水)に開催予定の

奨学金授与式へ要参加

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 神戸大学推薦枠（A区分） 井植記念会 2名 博士（博士後期）課程 理学・工学・システム情報学・農学・海

事科学・医学・保健学、科学技術イノ

ベーション研究科

給付 月額 80,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― ・給付期間は、その者にかかる標準修業年限終期ま

で

・採用された場合は、8月20日（水）の奨学金贈

呈式に必ず出席すること

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 神戸大学推薦枠（A区分） 伊藤忠兵衛基金 1名（全国で59名） 博士（博士後期）課程1年生

※2025年4月入学者のみ

全研究科 給付 年額 500,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― ・採用された場合は、毎年度末に研究成果報告書

を要提出

・原則、最終修業年限まで継続可能

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 神戸大学推薦枠（A区分） 大林財団 2名（全国で20名程

度）

学部1～2年生 都市に関連のある分野の実業、実務

又は学術研究に将来従事しようとする

者（学部、専攻は不問）

給付 月額 50,000円 可 可 可 不可 不可 不可 不可 22歳以下 就業経験のない

者（アルバイト除

く）

日本国籍を有す

る者

※在留資格が

永住または定住

者は応募可

・他奨学金との併給不可（日本学生支援機構及び

大学が実施する奨学金は可）

・家計基準あり（世帯の税込年収：800万円以

下）

・採用された場合、採択決定通知書授与式および

奨学生交流会等の財団行事に参加できる者

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 神戸大学推薦枠（A区分） 朝日ウッドテック財団 1名（全国で15名程

度）

学部3年生

修士（博士前期）課程1年生

学部生：法学部、経済学部、経営

学部、農学部

大学院生：農学研究科

給付 月額 学部生：

40,000円

大学院生：

50,000円

可 可 可 可 可 可 可 ― ・給付期間は原則2年間

・家計基準

　日本学生支援機構の第1種奨学金の家計基準を

満たす者（大学院生も学部生の条件を併用）

・学力基準

　前年度までの修業年限で取得した全単位数のう

ち、80点以上の評価を受けた単位数の合計が全単

位数の60％を占めること（目安）

・他の奨学財団から奨学金の貸与又は給付を受け

ている者でも重複して応募することができるが、他財

団の給付を受けていない者を優先する

・採用となった場合、9月下旬に文集を要提出および

新奨学生を迎える会（懇談会）に要参加

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 神戸大学推薦枠（A区分） 樫山奨学財団 2名（全国で20名程

度）

学部1年生 全学部（医学部医学科を除く） 給付 月額 60,000円 一部可 可 可 不可 可 不可 不可 ― ・既卒者（いわゆる学士入学者）は応募不可

・他の育英奨学事業を行う民間財団等の奨学金と

併給は不可。

・日本学生支援機構について

　① 給付奨学金（第Ⅲ区分・第Ⅳ区分）及び貸

与奨学金・授業料減免 との併給可

　②給付奨学金（第Ⅰ区分・第Ⅱ区分）との併給

不可

・学内奨学金や地方公共団体奨学金は給付・貸与

共に併給は可

・奨励金あり（3年次特別給付金・交換留学給付

金・成績優秀者賞など）

・大学から推薦された場合は、

　作文「将来の夢について（1,200字以内）」を要

提出

　奨学支援グループとの面接（個別面談）有り

・採用された場合は、新入生オリエンテーション

（2025年9月25日予定）への参加厳守

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 神戸大学推薦枠（A区分） 川村育英会 1名　（全国で7名） 学部2年生 化学、応用化学、化学工学などの化

学系、生命科学、工学系および機

械、電気電子工学系を専攻する者

給付 月額 学部生：

40,000円

可 可 可 可 可 可 可 ― ・他公益財団法人、民間団体及び国の修学支援新

制度の奨学金との併給可

・家計基準あり（生計を一にする家族の年間収入

（祖父母の年金は収入除く）が500万円以下）

・成績基準あり（学業成績証明書に占める、

GPA3.0以上もしくは80点以上（秀又は優）の成

績評価の割合が50％以上）

・採用された場合は、奨学生証授与式、講演会及び

奨学生交流会（8月26日予定）に要参加

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15-1 神戸大学推薦枠（A区分） 木下記念事業団（学部生） 5名 学部2～4年生（医学部医学科

は2～6年生）

※編入による1年目の学生を除く

全学部 給付 年額 600,000円 不可 可 不可 不可 可 不可 可 25歳未満

で未婚の者

― 日本国籍を有す

る者

・木下記念事業団の寮生及び奨学生OB、寮生OB

は応募不可

・他の給付奨学金（日本学生支援機構を含む）と

の併給不可

　新制度による授業料免除との併給可

・収入・資産要件あり

　保護者の年収（給与収入者は700万円、事業所

得者は490万円を目安）

　資産額の合計が2,000万円未満

・大学から推薦された場合は、財団HP「トップページ」

「理事長挨拶」及び「設立の趣旨」を読んだ感想文を

要提出（1,000字程度）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15-2 神戸大学推薦枠（A区分） 木下記念事業団（院生）

【2026年度予約採用】

4名 ・2026（令和8）年に博士（博

士後期）課程に進学予定の者

＜2026年10月入学者も対象＞

・修士（博士前期）課程1年生

・博士（博士後期）課程1～2

年生

※前期課程で修了する予定の

（博士課程に進まない）院生に

は申資格を認めない

全研究科 給付 年額 修士（博士前

期）課程：

120万円

博士（博士後

期）課程：

300万円

不可 可 不可 不可 可 不可 可 30歳未満

※博士（博

士後期）課

程進学時

― 日本国籍を有す

る者

・支給期間は、原則、2026（令和8）年4月から1

年間

・他の機関による給付形式の奨学資金の支給を受け

る予定のない者

・同財団の奨学生・OB・寮生（OB含む）も応募可

・大学から推薦された場合は、財団HPの「理事長挨

拶」及び「設立の趣旨」を読んだ感想文を要提出

（1,000字程度）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

民間奨学財団 神戸大学推薦枠（A区分）団体一覧



15-3 神戸大学推薦枠（A区分） 木下記念事業団（学部生） 2名 学部1年生 全学部 給付 年額 2025年度後

期：360,000

円

次年度以降：

720,000円

不可 可 不可 不可 可 不可 可 25歳未満

で未婚の者

― 日本国籍を有す

る者

・2025年度後期分から給付開始

・他の給付奨学金（日本学生支援機構給付奨学

金を含む）との併給不可

・日本学生支援機構の新制度における授業料免除

との併給可

・収入・資産要件あり

　保護者の年収（給与収入者は700万円、事業所

得者は490万円を目安）

　資産額の合計が2,000万円未満

・大学から推薦された場合は、財団HP「トップページ」

「理事長挨拶」及び「設立の趣旨」を読んだ感想文を

要提出（1,000字程度）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 神戸大学推薦枠（A区分） JEES・呉羽育英会（東洋紡）奨学金 1名（全国で5名） 学部生

修士（博士前期）課程

専門職学位課程

全学部・研究科 給付 月額 20,000円 可 可 可 可 可 可 可 — 日本国籍を有す

る者または日本

への永住を許可

されている者

・本奨学金に採用された場合、他の奨学金の受給を

目的として辞退することはできない。

・採用された場合は協会または寄付者の要請に応じ

て、アンケート等回答や懇親会・インターンシップ等へ

の参加に協力すること

・過去、本奨学金を受給した者は応募不可

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 神戸大学推薦枠（A区分） 近藤記念財団 2名

（全国で20名［学部

生12名・大学院生8

名］）

学部1年生

修士（博士前期）課程1年生

全学部・研究科 給付 月額 学部生：

40,000円

大学院生：

60,000円

可 可 可 可 可 可 可 ― ・家計基準あり（※募集要項参照）

・大学から推薦され場合の、京阪神地区面接予定

日は11月1日（土）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 神戸大学推薦枠（A区分） 住友電工グループ社会貢献基金 1名 修士（博士前期）課程1年生 理工系（電気・機械・情報・材料・化

学・物理・数学等）を専攻する者

給付 月額 60,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― ・他の民間財団の給付する奨学金との併用可。ただ

し、他の奨学金との併給不可の奨学金を申請してい

る者の応募は不可。

・月額の給付型奨学金総額は、本基金からの奨学

金と合算して10万円以下とし、併給先は決まり次第

届け出ることが必要。

（総額に貸与型奨学金、日本学生支援機構の給

付型奨学金は含まない）

・大学から推薦された場合は、研究計画書（A4で

1~2枚）を要提出

・採用された場合、研究内容の交流会・報告会へ要

参加

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 神戸大学推薦枠（A区分） 住吉学園 原則、各学年1名 学部生 全学部 給付 月額 40,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― 神戸市東灘区

住吉地域に在

住し、下記の指

定小学校及び

中学校を卒業し

た者

・家計要件あり

　世帯収入［両親］：550万円（税込）以下

【指定小学校・中学校】

小学校：住吉小学校、渦が森小学校

中学校：住吉中学校

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23-1 神戸大学推薦枠（A区分） 大学女性協会（一般・社会福祉・安井医学） １）一般奨学生：1名

（全国で5名）

２）社会福祉奨学

生：1名（全国で2

名）

３）安井医学奨学

生：1名（全国で1

名）

※応募状況により、奨

学生人数を変更する場

合がある

1）３）大学院生

２）学部に1年以上在籍する者

または大学院生

１）全研究科

２）全学部・研究科

３）医学研究科

給付 年額 １）30万円

２）学部生：

20万円、大学

院生：30万円

３）30万円

可 可 可 可 可 可 可 ― ・女子学生のみ

・奨学金は1回限りの給付

・過去に大学女性協会の奨学金を授与された者は

再応募不可

・在学年数に休学期間は含まず、2026年2月末日

に在籍していること

２）社会福祉区分について

・申請者が身体障害者手帳の交付を受けていること

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 神戸大学推薦枠（A区分） 大東育英会 3名程度 学部生 全学部 給付 月額 20,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― 保護者が大阪

府下に住所を有

する者

・家計基準あり（世帯年収の目安：300万円以

下）

・家計が好転したときは、奨学金を辞退してもらうこと

もある

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 神戸大学推薦枠（A区分） 瀧川奨学財団 学部生：1名（全国で

16名）

大学院生：1名（全国

で4名）

学部1年生

修士（博士前期）課程1年生

全学部・研究科 給付 月額 学部文系：

25,000円

学部理工系：

28,000円

大学院文系：

30,000円

大学院理工

系：33,000

円

可 可 可 可 可 可 可 ― 兵庫県出身者 ・給付期間は2025年10月から定められた修業年限

修了まで

・他の奨学金との併給可

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 神戸大学推薦枠（A区分） 竹中育英会 2名 学部2年生 全学部 給付 月額 80,000円 可 可 可 不可 不可 22歳以下 ― ・国費留学や日本学術振興会等より多額の援助を

受けていない者

　（援助を受ける場合は、事務局と別途調整が必

要）

・他の企業・団体からの学資金（国の奨学金を除

く）の給付を受けていない者

・学力基準あり（※募集要項参照）

・家計基準あり

　世帯の税込年収（年金収入含む）800万円未

満

・大学から推薦された場合の二次選考：作文および

面接あり（5月29日または30日）

・採用された場合は、財団主催の親睦会・交流会等

の行事に必ず出席すること

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 神戸大学推薦枠（A区分） 寺浦奨学会 3名 学部生

修士（博士前期）課程

博士（博士後期）課程

専門職大学院

全学部・研究科 給付 月額 50,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― ・大学から推薦された場合は、6月14日（土）に面

接懇談会に要参加

・学力基準あり

　所属学部で上位3分の1の学業成績を目途とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 神戸大学推薦枠（A区分） 同盟育成会（古野給付奨学金） 学部生3名（全国で20

名）

大学院生3名（全国で

20名）

学部3年生

修士（博士前期）課程1年生

ジャーナリストあるいはジャーナリズム研

究者を目指しべ勉学に励んでる者およ

びメディア関係全般での就業・研究を

目指す者

（卒業・修了後の進路は問わない）

給付 月額 学部生　：

40,000円

大学院生：

60,000円

可 可 可 可 可 可 可 ― ・学力要件あり

　学部生…１,2年生時の成績表で優あるいは優相

当以上の評価が5割以上

　大学院生…学部3,4年の成績表で優あるいは優

相当以上の評価が5割以上

・大学から推薦された場合は、作文（学部生）・研

究レポート（大学院生）を要提出

・財団主催の奨学生懇親会や研修会等に必ず参加

できる者

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 神戸大学推薦枠（A区分） 中董奨学会 1名 学部3年生

修士（博士前期）課程1年生

博士（博士後期）課程1年生

農学部、農学研究科 給付 月額 50,000円 可 可 可 可 可 不可 不可 30歳未満 ― 日本国籍を有す

る者

・給付期間は最長２年間（もしくは、正規課程の標

準修業年限までの短い方）

・他の奨学金と重複（併給）しないことが望ましい

が、事情によっては応募可

・留学予定者は応募不可

・過去に同財団の奨学生であった者、またはその家族

は応募不可

・大学から推薦された場合は、小論文「ご自身につい

て」を要提出

・採用された場合、SNSにて近況報告・等（毎月）

が必要

○ ○ ○ ○ ○

30 神戸大学推薦枠（A区分） 中村積善会 2名 学部生

修士（博士前期）課程

博士（博士後期）課程

専門職大学院

全学部・研究科 給付 月額 50,000円 可 可 可 可 可 可 可 40歳以上

の者は応募

不可

（2026年

3月31日時

点）

学業に支障のある

ような定職やアル

バイトに従事して

いる者は応募不

可

・他の奨学金との併給可

・学力基準あり

　学部1年生：入学前直近の学校のクラス・学年ま

たは学部（科）における学業成績が平均水準以上

　学部2年生以上：在学する学年の前年までのクラ

ス・学年または学部（科）における学業成績が平均

水準以上

　大学院生：大学院における成績が特に優れ、将

来高度な社会人・職業人として活動する能力がある

と認められる者

・家計基準あり（日本学生支援機構の第一種奨学

金の基準に準ずる）

・10月入学者で最終学年の者は応募不可

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 神戸大学推薦枠（A区分） 中山報恩会 学部生3名

大学院生3名

学部1～3年生

修士（博士前期）課程1年生

全学部・研究科 給付貸与併用 月額 学部生：

30,000円

大学院生：

35,000円

学部生；12,000円

大学院生：15,000円

可 可 可 不可 不可 学部1年

生：20歳

以下

学部2年

生：22歳

以下

学部3年

生：23歳

以下

大学院生：

26歳未満

― 日本国籍を有す

る者

・日本学生支援機構及び地方共団体奨学金との併

給可

・他の民間奨学財団との併給不可

・家計基準あり（家計支持者の所得合計が1,000

万円以下）

・医学部医学科1~3年生も応募可

・大学院生：大学での留年が3年以上の者、大学

卒業または退学後2年以上社会人となり大学院に

再入学した者は対象外

・大学から推薦された場合は、作文（2,000～

4,000字：テーマは募集要項参照）を要提出

・採用された場合は、各種交流行事（新奨学生歓

迎会・講演交流会・卒業祝賀会等）などに要参加

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 神戸大学推薦枠（A区分） 二木育英会 2名 学部生 全学部 給付 月額 50,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― 姫路市及びその

周辺地区（主

に西播地域）

出身者

・採用された場合は、育英会の諸行事に積極的に参

加すること

・採用された場合は、年1回発行の会報への近況報

告の投稿が必要

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



34 神戸大学推薦枠（A区分） 日揮・実吉奨学会 7名 学部生

修士（博士前期）課程

博士（博士後期）課程

理系学部・研究科 給付 年額 400,000円 可 可 不可 可 可 可 可 4年制学

部：23歳

以下

6年制学

部：25歳

以下

修士（博士

前期）課

程：25歳

以下

博士（博士

後期）課

程：26歳

以下

※2025年

4月2日時

点

― 日本国籍を有す

る者

・給付期間は1年間

・日本学生支援機構（給付型・貸与型）との併給

可

・日本学術振興会特別研究員・科学技術振興機

構・大学独自制度等から安定的な支援を受けてい

ない者

・本会の奨学金を過去に受給していない者

・採用された場合、財団が主催する面談（9~12月

実施予定）に必ず参加すること

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 神戸大学推薦枠（A区分） 日本文化教育振興財団 1名（全国で10名程

度）

学部2～4年生 全学部 給付 月額 20,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― ・学力基準あり（直前年度までのGPAが2.5以上）

・家計基準あり（※募集要項参照）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 神戸大学推薦枠（A区分） 日本証券奨学財団 3名（全国で60名程

度）

学部2年生

修士（博士前期）課程1年生

博士（博士後期）課程1年生

専門職学位課程1年生

全学部、全研究科 給付 月額 自宅生　：

45,000円

自宅外生：

55,000円

不可 可 一部可 不可 不可 不可 不可 学部生：

22歳以下

修士（博士

前期）課

程・専門職

学位課程：

25歳以下

博士（博士

後期）課

程：28歳

以下

社会人学生不可 ・他の奨学金（日本学生支援機構の貸与奨学金

を除く）との併給・併願不可

・授業料免除に相当する奨学金等との併給は、原則

として可

・学内での事前面談あり

（採用された場合）

・財団が主催する行事（授与式・奨学生懇談会・

奨学生の集い・修了式など）に必ず出席できる者

・奨学生修了時には、「証券奨学同友会」に加入

し、勤務先や居所の変更の報告を行うこと

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 神戸大学推薦枠（A区分） 阪和育英会 1名（全国で25名） 学部1～4年生（留年者は不

可）

全学部（医学部医学科を除く） 給付 月額 40,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― 日本国籍を有す

る者

・学力基準あり

　1年生は高校3年間の評定平均値が4.3以上、2

年生以上は平均GPAが3.0以上

・家計基準あり

　家計の収入合計が年間600万円未満

・採用された場合は、奨学生採用説明会（5/26～

30予定）及び奨学生親睦会（8/4・8予定）に必

ず出席すること

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 神戸大学推薦枠（A区分） 福嶋育英会 1名（全国で6名） 学部1年生 全学部（医学部医学科は除く） 給付 月額 40,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― ・採用された場合、3親等以内の親族から保証人

（1名）を定めることのできる者

・採用された場合、年2回開催される「奨学生の集

い」に要出席

（原則として、2回連続欠席した場合は、奨学金支

給を停止する場合がある。）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 神戸大学推薦枠（A区分） フジシール財団 学部生：2名

修士（博士前期）課

程：1名

博士（博士後期）課

程：1名

※合わせて全国で60名

程度

学部3年生

修士（博士前期）課程1年生

博士（博士後期）課程1年生

商品パッケージに関連のある分野を専

攻する学生

（化学・機械・電気電子・パッケージ

デザイン・リベラルアーツ・マーケティング

など）

※博士（博士後期）課程1年生は

パッケージ分野の研究者に限る

給付 月額 学部生　：

70,000円

大学院生：

80,000円

不可 可 可 不可 可 可 可 ― ・下記(1)～(4)を除く給付型奨学金との併給不可

　(1)日本学生支援機構

　(2)各自治体の奨学金

　(3)各大学の奨学金

　(4)海外留学を目的とした奨学金

・採用された場合、財団の開催する認定式及び研修

会に出席できる者、また、財団からレポート・制作物

の提出を求められた場合、遅滞なく提出できる者

・大学から推薦された場合は、レポート（テーマあり：

募集要項参照）を要提出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 神戸大学推薦枠（A区分） フジタ奨学金制度 1名 学部3年生

修士（博士前期）課程1年生

将来、建設業において、まちづくりやイ

ンフラ整備などに従事しようとする者

（建築・土木の施工管理、設計、設

備、研究、都市計画など）

給付 年額 500,000円 可 可 可 不可 不可 学部生：

25歳以下

大学院生：

27歳以下

原則、就業経験

のない者

日本国籍を有す

る者

・日本学生支援機構及び大学独自の奨学金との併

給可

・他の給付型民間奨学金との併給は原則不可

・給付期間は2年間

・家計基準あり（原則、家計支持者の年収が税込

800万円未満）

・大学から推薦された場合は、課題レポート（1,000

～1,200文字）を要提出（課題は募集要項参

照）

・採用された場合は、財団主催の各行事（認定証

授与式、技術センター見学会、現場見学会等のイベ

ント）に必ず参加すること

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 神戸大学推薦枠（A区分） ベターホーム奨学金 1名（全国で12名） 学部2年生（医学部医学科の場

合は4年生）

全学部 給付 月額 30,000円 可 可 可 可 可 不可 不可 22歳未満

（医学医学

科の場合は

24歳未

満）

日本国籍を有す

る者

・他の給付型奨学金との重複可

・大学の学費免除との併用可

・在学中、交換留学を希望する学生は対象外

・財団主催の交流会に必ず参加できる者（年1回

程度）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 神戸大学推薦枠（A区分） ほくと育英会 2名程度（全国で10名

程度）

学部1年生 全学部 給付 月額 15,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― 京都府宮津市

他、指定自治体

に所在する高等

学校の卒業生

（※詳細は募

集要項を参照）

・兄弟、姉妹が現在ほくと育英会の奨学金を受給し

ている場合は、「より多くの家庭に機会を得ていただき

たい」との趣旨から、選考されない場合がある。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44-1 神戸大学推薦枠（A区分） 三木瀧蔵奨学財団 4名（全国で35名） 学部1年生 全学部 給付 月額 40,000円 不可 可 可 不可 可 ― ・高校等の卒業後、1度も大学に入学したことのない

者

・他の給付型奨学金（日本学生支援機構の給付

型奨学金含む）との併給不可

・他の貸与型奨学金、日本学生支援機構の授業料

減免との併給可

・成績要件あり（高校3年間の評定平均は3.8以

上）

・家計要件あり（世帯年収〈税込み〉が1,000万円

未満）

・大学から推薦された場合は、6月22日（日）の

Web面接に必ず参加すること

・採用された場合、8月7日（木）の採用証書授与

式に必ず参加すること

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44-2 神戸大学推薦枠（A区分） 三木瀧蔵奨学財団 2名（全国で25名） 学部1年生 全学部 給付 月額 40,000円 不可 可 可 不可 可 ― ・高校等の卒業後、1度も大学に入学したことのない

者

・他の給付型奨学金（日本学生支援機構の給付

型奨学金含む）との併給不可

・他の貸与型奨学金、日本学生支援機構の授業料

減免との併給可

・成績要件あり（1年生前期のGPAが2.6以上）

・家計要件あり（世帯年収〈税込み〉が1,000万円

未満）

・大学から推薦された場合は、11月9日（日）に

Web面接あり

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 神戸大学推薦枠（A区分） 三菱UFJ信託奨学財団 学部生2名、大学院生

1名

学部2年生

修士（博士前期）課程1年生

博士（博士後期）課程1年生

専門職学位課程　1～2年生

学部生：法、経済、経営、工学部

大学院生：法学、経済学、経営学、

工学、システム情報学、国際協力、法

科大学院（専門職学位課程）

給付 月額 学部生：

50,000円

大学院生：

70,000円

可 可 可 可 可 可 可 学部生：

23歳以下

大学院生：

33歳以下

社会人学生は不

可

・家計基準あり

　父母の税込年収合計1,000万円未満

・他の奨学金との併給制限はないが、併給を受ける

場合は、財団宛にその内容を届出ること

・最短修業年限までの給費期間が1年以上見込ま

れる者

・採用された場合、財団主催行事への出席を優先で

きる者

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 神戸大学推薦枠（A区分） みなと銀行育英会 3名 学部3年生 全学部（医学部医学科は除く） 給付 月額 50,000円 可 可 不可 不可 不可 ― ・兵庫県内に就職を希望する者

・日本学生支援機構（給付・貸与）との併給可

・他の民間奨学財団（給付・貸与）との併給不可

・給付期間は正規の最短期間（3年生より２年

間）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 神戸大学推薦枠（A区分） 三宅正太郎育英会 3名 学部生

修士（博士前期）課程

博士（博士後期）課程

専門職大学院

全学部・研究科 給付 月額 20,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― 兵庫県出身者 ・他団体奨学金（日本学生支援機構含む）、日

本学術振興会特別研究員との併給可

・採用された場合は、8月頃に奨学生交流会「夏の

集い」に参加すること

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



48 神戸大学推薦枠（A区分） 村尾育英会 1名（全国で15名程

度）

学部2年生（医学部医学科は4

年生）

全学部 給付 月額 40,000円 可 可 可 可 可 可 可 22歳以下

（医学部は

24歳以

下）

— ・成績基準あり

　在籍学部又は学科の上位1/3以内で、在学中そ

の成績を維持できる見込みのある者

・家計基準あり（世帯の合計）

　給与所得者：900万円以下、　給与所得以外：

450万円以下

・給付期間は、当年10月から大学卒業迄の最短期

間

・大学から推薦された場合は、「作文：進路・職業・

人物像など将来の希望」を要提出

・面接あり：2025年6月21日（土）予定

・合格後の新規採用奨学生オリエンテーション（8月

29日（金）予定）への出席が必須

・採用された場合は、財団主催行事（OB・現役交

流会、卒業生激励の集い、懇談会等）へ必ず出席

すること

・採用後、毎学年度末の成績が学部又は学科にお

いて上位1/3内を維持できない場合は奨学金が打ち

切りとなる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 神戸大学推薦枠（A区分） 森下仁丹奨学会 1名（全国で30名程

度）

学部生

修士（博士前期）課程

博士（博士後期）課程

全学部・研究科 給付 月額 30,000円 不可 可 不可 不可 可 不可 不可 — ・日本学生支援機構貸与奨学金を除き、他の給付

型奨学金との併用不可　※申請中（予定）も不可

※

　ただし、授業料の減免又は免除との併用は可

・家計基準あり

　日本学生支援機構第一種奨学金（学部生の基

準）と同等の家計基準であること

・学力基準あり

　学部1年生：高校3年間評定値4.0以上

　上記以外：前年までに標準修得単位を修得済

で、且つ、前年度までの通算GPA2.8以上

・給付期間は、2025年6月より最短修業年限（毎

年度末に継続可否の審査あり）

・大学から推薦された場合は、小論文「私の描く学生

生活（800字程度）」を要提出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 神戸大学推薦枠（A区分） 山岡育英会 1名 修士（博士前期）課程1年生 工学研究科（機械工学系専攻）、

海事科学研究科

給付 月額 60,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― ・世帯年収500万円未満を目安

・採用された場合は、財団主催行事に積極的に参

加できる者

○ ○ ○

53 神戸大学推薦枠（A区分） 山村育英会 1名（全国で9名） 学部2年生 全学部 給付 月額 30,000円 不可 可 可 不可 可 ― ・他民間財団の給付奨学金との併給不可（日本学

生支援機構の給付型奨学金は可）

・採用された場合、10月開催（予定）の奨学生報

告会に必ず参加すること

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 神戸大学推薦枠（A区分） ユニ・チャーム共振財団 1名（全国で21名） 学部3年生（医学部医学科は5

年生）

修士（博士前期）課程1年生

理系学部・研究科 給付 月額 40,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― ・他団体の奨学金との併給可

・給付期間は2年間を上限

・家計基準あり（概ね世帯年収500万円以下）

・大学から推薦された場合は、小論文（テーマ：共

生社会実現への貢献：1,500字程度）を要提出

・採用された場合、財団主催の奨学生認定授与

式、研修会等の行事に必ず参加できる者

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 神戸大学推薦枠（A区分） 夢＆環境等支援宮崎記念基金 4名（全国で37名） 学部生 全学部 給付 月額 30,000円 可 可 可 可 可 可 可 — ・学力基準あり

　1年生…高校3年間評定値3.5以上

　2年生以上…前年までに標準習得単位を修得済

であり、かつ前年度までの通算GPA値（評定平均

値）が2.50以上、若しくは大学は採用する基準で

同等の学力があると認められる者

・家計基準あり（日本学生支援機構の第一種に準

ずる）

・大学から推薦された場合、小論文（思い描く自分

の夢：800～1,000字）を要提出

・採用された場合は、奨学生授与式（9月上旬頃

予定）に要出席

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 神戸大学推薦枠（A区分） 吉村財団 4名：各研究科 1名

（全国で18名程度）

修士（博士前期）課程1年生 経営学研究科、理学研究科、工学

研究科、システム情報学研究科

給付 月額 40,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― 日本国籍を有す

ること

・大学から推薦された場合は、小論文「大学院進学

の目的、研究分野の内容及び将来像について」を要

提出

・採用された場合、財団主催の交流会・親睦会・工

場見学会等に出席すること（年2回程度）

・採用された場合、会報誌への寄稿ができる者

○ ○ ○ ○ ○

58 神戸大学推薦枠（A区分） JEES・MHIみらい奨学金

（三菱重工理系女性技術者育成支援奨学金）

1名（全国で3名程

度）

修士（博士前期）課程1年生 化学、電気・電子、機械、原子力、情

報、金属・材料のうちいずれかの分野

を専攻し、修士（博士前期）課程修

了後、理工系のエンジニアとしてグロー

バルに活躍する意思・意欲のある者

給付 月額 120,000円 可 可 不可 不可 可 不可 可 ― ・女子学生のみ

・日本国際教育支援協会が実施する他の奨学金を

受給せず、他の団体から受ける奨学金等の受給額

合計が年額60万円（月額5万円）以下である者

（貸与型奨学金・学費免除は除く）

・過去、本奨学金を受給した者の応募は不可

・採用された場合、他の奨学金の受給を目的として

辞退することはできない。

・採用された場合、本協会や寄付者の要請に応じ

て、アンケート等への回答や懇親会・インターンシップ

等に参加すること。

○ ○ ○ ○ ○ ○

60 神戸大学推薦枠（A区分） JEES・日本語教育普及奨学金 2名（全国で30名） 学部生

修士（博士前期）課程

博士（博士後期）課程

全学部・研究科 給付 月額 50,000円 一部可 可 可 一部可 可 可 可 ― 日本国籍を有す

る者又は日本へ

の永住を許可さ

れている者

・本協会が令和6年度に実施した日本語教育能力

検定試験に合格しており、日本語指導者等を目指

す者

・採用された場合の受給期間が、2025年4月から1

学年相当以上ある者

・日本国際教育支援協会が実施する他の奨学金を

受給せず、他の団体から受ける奨学金等の受給合

計金額が年額60万円（月額5万円）以下である

者（貸与型奨学金・学費免除、国の高等教育修

学支援新制度は除く）

・本奨学金「日本語教育普及奨学金（検定）」等

を過去に受給した者の応募不可

・採用された場合、他の奨学金を受給することを目的

として本奨学金を辞退することは認めない。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61 神戸大学推薦枠（A区分） 西村奨学財団 2名（全国で16名程

度）

学部1年生 全学部 給付 月額 70,000円 可 可 可 可 可 30歳未満 ― 大阪府下に居

住、又は大阪府

の戸籍を有する

者

・財団の趣旨を深く理解し、将来アジアの発展、更に

は国際社会に貢献する志を持つ者

・地方公共団体の奨学金との併給は不可

・成績基準あり（高校２～３年生の成績が3.50以

上）

・所得基準あり（目安［4人世帯］合計所得額が

600万円以下）

・大学から推薦された場合は、小論文を提出すること

（テーマは募集要項参照）

・採用された場合は、財団が奨学生として採用してい

る留学生との積極的な交流（財団主催行事への参

加等）を図り、日本とアジア諸国の国際相互理解の

促進・国際交流を深めるように努めること

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63 神戸大学推薦枠（A区分） 博報堂教育財団 2名（全国で100名程

度）

学部生 小学校教員、特別支援学校教員、

中学・高等学校の国語科教員のいず

れかを目指す者

給付 月額 自宅生：

50,000円

自宅外学生：

100,000円

（採用後申請

し認定された場

合）

給付月額に含

む

不可 可 不可 不可 可 不可 可 — ・日本学生支援機構及び他民間財団の給付型奨

学金との併給は不可

・貸与型奨学金との併給、授業料免除との併用は

可

　授業料免除を受ける場合は、免除される授業料の

割合に応じて奨学金の額を減額して給付

・大学から推薦された場合は、課題文（①あなたはど

ういう人ですか　②あなたはなぜ教員になりたいと思っ

たのか、どのような教員になりたいのか（自筆）」を要

提出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

65 神戸大学推薦枠（A区分） 安藤スポーツ・食文化振興財団 3名程度（全国で100

名程度）

修士（博士前期）課程

博士（博士後期）課程

食科学に関連する研究を行う者 給付 年額 100万円 可 可 可 可 可 可 可 ― 日本国籍を有す

る者

・給付期間は1年間（大学院在籍中は次年度も応

募可：ただし受給期間は原則最長3年）

・留学予定の者は応募不可

・採用された場合、毎月、生活・就学の報告等のメッ

セージ交換（Ｅメールにて実施）が必要

○ ○ ○ ○ ○ ○

66 神戸大学推薦枠（A区分） G-7奨学財団 10名程度 学部生

修士（博士前期）課程

博士（博士後期）課程

専門職学位課程

全学部・全研究科 給付 年額 上限

1,200,000円

※選考委員会

での審査を踏ま

え決定

可 可 可 可 可 可 可 ― 日本国籍を有す

る者

・学力基準、家計基準あり（※詳細は財団HP参

照）

・給付期間は１年間（継続審査による更新あり、た

だし、標準修業年限を上限とする）

・他の奨学金制度との併給・併願は可能（ただし、

支給額の減額の可能性あり）

・採用された場合は、財団主催の奨学生交流会等

へ必ず参加すること

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

68 神戸大学推薦枠（A区分） 国土育英会 2名（全国で10名程

度）

学部生

修士（博士前期）課程

博士（博士後期）課程

専門職学位課程

全学部・研究科 給付 月額 18,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― 日本人学生 ・他の奨学金制度との併給可

・家計基準あり

　世帯の総所得金額が600万円以下

・学力基準あり

　学部1年生は、高校の成績証明書の評定平均が

4.0以上

　学部2年生以上は、前年時のGPAが3.5以上又は

成績評価値の総合点が80点以上に準ずる者

・大学から推薦された場合は、東京都内での面接

（またはWEB面接）が可能な者（5月末～6月初

旬予定）

・採用された場合は、財団主催の交流会等に必ず参

加すること

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



70 神戸大学推薦枠（A区分） 浦上奨学会 1名（全国で10名程

度）

修士（博士前期）課程1年生

博士（博士後期）課程1年生

全研究科 給付 月額 40,000円 不可 可 不可 不可 可 可 可 ― 広島県出身者 ・他の貸与奨学金との併給は可

・他の給付型奨学金との併給・併願は不可（海外

留学奨学金との併給は可）

・家計基準あり

　日本学生支援機構第一種奨学金の家計基準を

適用

・本会の各種奨学生に採用された実績のない者

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

70-2 神戸大学推薦枠（A区分） 浦上奨学会

能登半島地震・豪雨特別奨学生

1名（全国で10名程

度）

学部生 全学部 月額 50,000円 可 可 可 不可 不可 本地震・豪雨に

よる災害救助法

適用地域に在

住もしくは同地に

実家があり、学

費を支払う両親

が被災または家

屋倒壊等の被

害を受けた者

・能登半島地震・豪雨により経済状況が悪化し、修

学困難な者

・他の民間奨学金（給付型）との併給・併願不可

・他の奨学金（貸与型）との併給可

・日本学生支援機構の授業料免除、自治体の奨学

金、大学独自の奨学金との併給可

・大学から推薦された場合は、罹災証明書を要提出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

71 神戸大学推薦枠（A区分） 辰野環境財団 1～2名（全国で15

名）

学部3年生 将来、地球環境問題解決に寄与し社

会貢献を目指す者

給付 月額 30,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― ・他奨学金との併給可

・大学から推薦された場合は、小論文（テーマは募

集要項参照）を要提出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

72 神戸大学推薦枠（A区分） 東洋水産財団（森記念奨学金） 5名程度（全国で180

名程度）

学部生

修士（博士前期）課程

博士（博士後期）課程

食品科学に関する分野を専攻、研究

する者

給付 月額 50,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― ・2025年度9月卒業・修了者は応募不可

・給付期間は1年間

・過去の本財団奨学生も応募可

・家計基準あり（※募集要項「選考基準書」を参

照）

・他奨学金を申請・受給・返済している場合も応募

可。ただし、選考過程で判断材料となる場合がある。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

73 神戸大学推薦枠（A区分） 昭和教育振興財団 2名（全国で8名） 学部1年生 全学部 給付 月額 40,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― 大阪府下に在

住、又は保護者

が大阪府下に住

所を有する者

・家計基準あり

　日本学生支援機構在学採用　第一種奨学金 家

庭の収入基準に準じる

・大学から推薦された場合は、小論文（テーマは募

集要項参照）を要提出

・採用された場合は、授与式・交流会（7月26日予

定）に必ず出席すること

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

75 神戸大学推薦枠（A区分） 尚志社 1名（全国で53名） 医学部医学科4～5年生

修士（博士前期）課程1年生

博士（博士後期）課程1年生

学部生：医学部医学科

大学院：全研究科

給付 月額 学部生：

30,000～

60,000円

大学院生：

40,000~70,

000円

不可 可 不可 不可 不可 不可 不可 学部4年

生：26歳

未満

学部5年

生：27歳

未満

修士1年

生：30歳

未満

博士1年

生：35歳

未満

（2025年

4月2日現

在）

社会人大学院生

及び社会人経験

者は対象外

日本人であること ・日本学生支援機構貸与奨学金以外、原則として

併給を認めない。（併願は可だが、いずれも採用さ

れた場合はいずれか一方を要選択）

・成績基準あり

　学部生・修士1年生：本人の属する学部（科）

の上位10%以内

　博士1年生：大学院における成績が特に優れてい

ること

・授業料・他正規納入金額（入学金以外）の実費

支給あり（上限：100万円/年）

・大学院生は入学金の実費支給（上限：30万

円）あり

・家計基準は日本学生支援機構第一種奨学金に

準ずる（必須ではない）

・大学から推薦された場合は、小作文（800字程

度）を要提出

・採用された場合、財団主催の行事（年1回）の参

加および機関誌「尚志」への寄稿ができる者

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

76 神戸大学推薦枠（A区分） ウシオ財団 2名（全国で41名程

度）

修士（博士前期）課程

博士（博士後期）課程

理学研究科、工学研究科、海事科

学研究科、科学技術イノベーション研

究科、システム情報学研究科

給付 月額 120,000円 不可 可 不可 不可 不可 不可 不可 満30歳以

下

― ・他の奨学金との併給は原則として不可

・他の民間財団の貸与型奨学金との併給は不可

・日本学生支援機構の貸与型奨学金ならびに研究

に直接関係する経費に限定された研究助成との併

給可

・日本学術振興会特別研究員に採用されている学

生の応募は不可

・家計基準

　家計支持者の税込年収合計が800万円未満

・学力基準

　GPA2.5以上（日本学生支援機構の算出方法に

準拠、優の割合が8割以上）を目安

・採用された場合、財団の各行事等に積極的に参

加し、奨学生間の意識の高揚、親睦に努めることが

できる者

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

77 神戸大学推薦枠（A区分） 中西奨学会 1名（全国で34名） 学部3年生

修士（博士前期）課程1年生

工学系、化学系、科学系、情報学

系、農学系、環境学系（6分野）の

学部・研究科

給付 月額 70,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― ・最短修業年限を超えて在学する者の応募不可

・家計基準あり

　原則、前年度の世帯年収が500万円未満（税

込）の者

　（特別な事情がある場合は応相談）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

78 神戸大学推薦枠（A区分） 清水育英会 2～3名（全国で50名

程度）

学部2～4年生

修士（博士前期）課程

建築、土木、都市計画等を専攻する

者

給付 月額 50,000円

（特に成績が

優秀で経済的

理由により学業

の継続が困難

な学生に対し、

月額30,000

円加算すること

がある）

可 可 可 可 可 可 可 学部生：

23歳以下

大学院生：

33歳以下

― ・他団体との併給可

・成績要件あり

　原則、前年度までのGPAが3.00以上

・収入要件あり

　世帯年収：700万円未満（給与収入の場合）

　世帯年収：350万円未満（給与収入以外の場

合）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

79 神戸大学推薦枠（A区分） 野田育英財団 5名（全国で25名程

度）

学部2年生 経済学部、経営学部 給付 年額 720,000円 可 可 不可 不可 可 不可 不可 25歳未満

（申請時

点）

— 日本国籍を有す

る者

・日本学生支援機構以外の給付型奨学金との併給

不可

・家計基準あり（2024年の世帯年収が900万円

以下＜課税前＞）

・採用された場合、財団が定めるレポート等を期日ま

でに提出できる者

○ ○ ○

81 神戸大学推薦枠（A区分） JEES:住友金属鉱山地域貢献奨学金 3名（全国で20名程

度）

学部1～2年生 全学部 給付 月額 100,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― 日本国籍を有す

る者又は日本へ

の永住を許可さ

れている者

・東京都多摩地区、兵庫県、愛媛県、鹿児島県

（※）の持続的発展に貢献する意欲がある者

（※）東京都のうち都区部と島嶼部（伊豆諸島・

小笠原諸島）を除いた市町村

　　　兵庫県のうち、神戸・阪神地域、但馬地域、丹

波地域、淡路地域を除いた市町

・学士課程から同一大学の上位課程に進学する場

合は、修士（博士前期）課程の終了まで支給を継

続する

・過去、本奨学金を受給した者は再度応募不可

・本奨学金に採用された場合、他の奨学金の受給を

目的として辞退することはできない

・採用された場合、財団の主催行事地域貢献活動

に関する交流プログラムに積極的に参加すること

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

82 神戸大学推薦枠（A区分） 大阪造船所奨学会 3～4名（全国で35名

程度）

学部3～4年生

修士（博士前期）課程1～2年

生

学部：理学部、工学部、海洋政策

科学部、農学部

大学院：理学研究科、工学研究

科、海事科学研究科、科学技術イノ

ベ－ション研究科、システム情報学研

究科、農学研究科

給付 月額 30,000円 可 可 不可 不可 可 可 — ・支給期間は、原則として1年間

・他の給付型奨学金との併給不可（日本学生支援

機構は可）

・家計基準、学力基準あり（募集要項を参照）

・採用された場合、奨学生交流会等の行事に積極

的に参加できる者

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

83 神戸大学推薦枠（A区分） Innovation of FUJI 学部生：2～3名

修士（博士前期）課

程：2～3名

（全国で60名程度）

学部2～3年生

修士（博士前期）課程1年生

食に係わる学部・学科・コースで学ぶ

者（食文化・食マネジメント・食科学・

農学部などを含む）

給付 月額 60,000円 不可 可 可 不可 可 可 可 ― ・下記(1)～(4)を除く給付型奨学金との併給不可

　(1)日本学生支援機構

　(2)各自治体の奨学金

　(3)各大学の奨学金

　(4)海外留学を目的とした奨学金

・大学から推薦された場合、作文（800字程度）を

要提出

・採用された場合、財団の開催する認定式及び研修

会に出席できる者、また、財団からレポート・制作物

の提出を求められた場合、遅滞なく提出できる者

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

84 神戸大学推薦枠（A区分） 大成学術財団 1名（全国で15名程

度）

学部2年生 建築、土木、都市開発等、建設に関

係する学問を専攻する者

給付 月額 60,000円 可 可 可 可 可 可 可 ― ・他団体の奨学金との併給可

・成績要件あり

　前年度までの成績が、GPAが3.0以上の者

・収入要件あり

　家計支持者の収入が800万円以下を目安

（世帯構成、通学形態、家庭事情等を勘案するこ

とがある）

・採用された場合、財団が指定する行事に必ず出席

できる者

　ワークショップ（WEB開催：年3回）

　懇親会、見学会（年2回程度）

○ ○ ○



86 神戸大学推薦枠（A区分） 首藤奨学財団＜2号奨学生＞ 2名（全国で30名程

度）

学部生

修士（博士前期）課程

博士（博士後期）課程

医学部（医学科・医療創成工学科・

保健学科）・医学研究科

（医療及び医療基礎研究分野を専

攻又は研究する者）

給付 年額 700,000円 可 可 可 可 可 可 可 日本学術

振興会特

別研究採

用者の併

給も可

（申請時点

で）本人または

保護者が引き続

き神奈川県内に

居住している者

・他団体の奨学金との併給可（日本学術振興会特

別研究員採用者も可）

・支給期間は原則として1年間

・給付奨学生の身分を喪失した場合、返還を要する

場合がある。（奨学金規程参照）

・財団よりアンケートや広報活動の協力、関連行事

への参加を求められた場合に応じられる者

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

87 神戸大学推薦枠（A区分） 渡辺与八郎記念財団【2025年度秋季募集】 1名（全国で10名） 学部1～3年生

（医学部医学科は1～5年生）

全学部 給付 月額 70,000円 可 可 可 可 可 可 可 日本国籍を有す

る者

（福岡県出身

者）

・福岡県内の高校を卒業した者、または、福岡県内

出身で通信制単位制高等学校を卒業した者

・将来、福岡県の発展に貢献したいという強い思いを

持つ者

・給付期間は、2025年10月~2026年9月の1年

間

・出願時に大学に半年以上在籍して、半期あたり15

単位以上修得している者

・出願時に休学中及び給付期間において休学見込

の者は応募不可

・併給を認めない他の奨学金制度を併願又は併用

しようとする者は応募不可

・大学から推薦された場合は、課題作文の提出が必

要

・採用された場合、奨学生認定証授与式及び財団

主催行事に要出席

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

88 神戸大学推薦枠（A区分） KNC広瀬財団 1名（全国で10名程

度）

学部生

修士（博士前期）課程

博士（博士後期）課程

全学部・研究科

（化学・バイオテクノロジー・遺伝子分

野を専攻する者を優先する）

給付 月額 学部生　：

35,000円

修士（博士前

期）課程：

45,000円

博士（博士後

期）課程：

50,000円

可 可 可 可 可 可 可 ― ・大学から推薦された場合、小論文（800字程

度）を要提出

・採用された場合、奨学生交流会（集合形式・オン

ライン形式）に要参加

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

89 神戸大学推薦枠（A区分） フジクラ育英会 1名 学部生

修士（博士前期）課程

博士（博士後期）課程

専門職学位課程

全学部・研究科 貸与 月額 学部生：30,000円～

60,000円

大学院生：40,000円～

80,000円

（10,000円単位で選択

可能）

可 可 可 可 可 可 可 ・他の奨学金・学費免除との併用は可だが、選考に

あたっては過重な債務にならないことを重視する。

・連帯保証人（2名：うち1名は別世帯の方）が必

要

90 神戸大学推薦枠（A区分） アイザワ記念育英財団 1名 学部2～4年生（医学部医学科

は2~6年生）

全学部 給付 月額 30,000円 可 可 可 可 可 ・日本学生支援機構給付奨学金との併給不可

・本財団以外の1団体より受ける奨学金は併給可

（※募集要項参照）

・国外の大学等へ留学中又は留学予定の者は対象

外

・大学から推薦された場合、小論文（テーマ：大学

での学習状況と将来の夢（30,00字程度）」を要

提出

・採用された場合、財団主催の式典（10月4日）

に要出席

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

91 神戸大学推薦枠（A区分） イオンスカラシップ 1名 学部1~3年生

修士（博士前期）課程1年生

国際関係や外国語および情報・技術

関係を学ぶ学部・研究科に所属してい

る者

（小売業・サービス業・金融業・デベ

ロッパー・農業・ＩＴ・環境の分野への

貢献を希望する者）

給付 月額 年間の授業料

（上限は消費

税込みで150

万円）

不可 可 不可 不可 可 30歳以下

（2025年

10月31日

時点）

日本国籍を有す

る者

・他の給付型奨学金を受ける予定がない者（渡航

費助成、入学金助成等は奨学金にあたらない）

・給付期間は、本年度は下期（9月）からの募集と

なるため、給付も2025年9月から2027年3月31日

までの１年半

・家計基準の目安

　日本学生支援機構学部生向け第一種奨学金の

家計基準「収入・所得の上限額の目安」を上回らな

いこと

・採用された場合は、認定証授与式および2年目修

了時の修了式に要出席

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


